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◆ 背景と目的 

ＳＤＧｓ達成のために小学校における理科教育が果たす役割は大きい。特に地球環境

の視点がその目標に含まれる目標７・13・14・15については、各学年の学習内容と関連

させながら展開するとともに、理科学習から得られた科学的な概念をＳＤＧｓ達成につ

なげるため、総合的な学習の時間における学習活動を通して、単なる理解に留まらず、

具体的な行動レベルでの変容を促していくことが重要となる。こうした背景の下、本研

究では、小学校第６学年理科の気体濃度測定を伴う学習において、小学校学習指導要領

にはじめて例示された気体センサーを活用することが、人や動物が空気を通して植物と

関わって生きているという科学的な概念の形成に与える影響について明らかにする。ま

た、形成された科学的な概念を、総合的な学習の時間に発展させ、ＳＤＧｓ13・15達成

のための具体的な指導計画を開発することを目的としている。 

◆ 研究の方法 

公立学校において研究協力校を指定し、従来から活用されている気体検知管を活用し

た学年と、新たに気体センサーを活用した学年において、同一の指導計画のもと理科と

総合的な学習の時間における授業実践を行った。実践後、児童に対して質問紙調査（４

件法及び自由記述）を実施し、その回答を分析することにより効果を検証した。 

◆ 結果と考察 

気体センサーを活用した学年では、光合成における気体濃度の変化を時間と関係付け

ながらとらえたり、植物の光合成と動物の呼吸の関係に関する認識度が優位に向上した

りしていることが示された。また、森林を守ったり増やしたりするために自身が取り組

もうと決めたことに関する一人当たりの回答数が増加するとともに、木材のリユース等

に留まらず積極的に木材を使うとする割合や、ボランティア活動への参加・募金への協

力・ポスター等による啓発など、より積極的な行動志向と捉えられる回答割合が高くな

る傾向が示された。これらの結果から、理科学習において気体センサーを活用し、そこ

で養われた科学的な概念を総合的な学習の時間と関連させる授業デザインが、ＳＤＧｓ

13・15の達成に効果的であることが示唆された。 


